
＜指標＞

単位 H26 H27 H28 H29 R1

目標 55 60 232 232
実績 49 67 77 232 232

達成率 ％ - 121.8% 128.3% 100.0% 100.0%
目標 50 90 130 200
実績 20.4 78 90 105 133.3

達成率 ％ - 156.0% 100.0% 80.8% 66.2%
目標 147 187 227 380
実績 160 211 249 326 379

達成率 ％ - 143.5% 133.2% 143.6% 99.7%
目標 6.0 9.0 12.0 30.0
実績 8.3 5.0 7.0 9.9 15.2

達成率 ％ - 83.3% 77.8% 82.5% 50.7%
目標 8 12 16 22
実績 4 8 12 14 23

達成率 ％ - 100.0% 100.0% 87.5% 109.1%
目標 40 45 46 75
実績 2 28 45 72 63

達成率 ％ - 70.0% 100.0% 156.5% 72.0%
目標
実績

達成率 ％

＜市民意識調査結果＞

＜次年度以降の課題＞>

・人・農地プランについては、現在プランの実質化業務を行っていることから、地域の実情にあったプランの見直しを行い５
年後の農業・農地の在り方を決めていくことで、農業のスマート化に伴う農地の集積・集約化を行うことが課題である。農
地中間管理機構への利用権契約の推進については、個々へのメリットが少ないためなかなか進んでない。
・有害鳥獣対策として、今後も引き続き防護柵の設置を行うとともに、捕獲により個体数を減少させ、農作物被害の軽減を
図る必要があります。

360
134.8%

課名 氏名 内線

農林振興課 矢野　晃 160

農林業の経営基盤強化と担い手育成

おいしく安全な食材を創り活かす

「アグリ起業学校」などによる新規就農者の継続的な確保と「人・農地プラン」により位置づけられた担い手への農地集積を進めます。ま
た、安心・安全な「ほんまもん・うすき」ブランド農産物の生産、流通体制の確立に努めます。
林業では、荒廃している山林・竹林を整備することで、里山機能を回復させ、間伐材や竹資源の有効活用を図ります。
また、有害鳥獣被害を軽減させるための防護柵を設置し、農作物の生産意欲を高めていきます。
人・農地プランを作成し、各地域の農地を守る。又、農地中間管理機構への利用権設定を行い農地の集積を図ります。

臼杵市 施策評価シート
（令和元年度）

評価
担当者

・人・農地プランの推進により担い手の確保をします。
・集落営農の推進及び新規就農者支援します。
・集落機能及び集落環境の保全を行います。（中山間地域直接支払交付金、多面的機能支払交付金）
・荒廃した竹林を整備することにより、タケノコや竹材が生産できる「優良な竹林」にしていきます。
・有害鳥獣被害対策として防護柵を設置し、農作物被害の軽減を図ります。
・農地中間管理機構の貸付面積の拡大を図り、遊休農地の解消を図ります。

魅力ある資源を市民が創り活かし、人が集まりにぎわうまち（産業・観光）

実績の推移

農作物に対する消費者の勉強
会

学校や個人を対象にした
研修会の開催回数

73
54

74.0%

回

ha

人

令和2年度以降
の課題

指標の分析

領域名 必要度 満足度

強化領域 2.31 1.25

・農地中間管理機構については、相続済みの農地が主体であり、又個人でのメリットが少ないため契約が伸び悩んでい
る。
・アグリ起業学校研修生は計画的に確保出来ており、順次就農し部会の平均単収を大きく超えている。
・有害鳥獣被害軽減のための防護柵の設置は、地区からの要望に応えることが出来ている。

・令和元年度実施のアンケート結果では、「必要度」が高
く、「満足度」は低い「強化領域」に位置しており、取り組み
の強化が求められています。

市民意識調査
結果

（R1調査）

平成３０年度実施のアンケート結果では、「強化領域」に
位置しているため、目標達成のための予算の確保や補助
制度の周知・啓発活動への取組みが必要です。

市民意識調査
結果分析

施策の
内容

232
100.0%

農地集積（ゾーニング）と面積
拡大

農地中間管理機構を通じ
た利用権設定面積

ha
170

指標名 説明・算式・引用

120
70.6%

新規
指標

有害鳥獣被害を軽減させるた
めの防護柵設置

防護柵の設置距離
km

267

コード Ⅳ-11-22 施策名

施策の
方針

H30

「人・農地プラン」作成地区数
市内におけるプラン作成
地区累計数

箇所
232

まちづく
り

の方針

施策の
目的

新規就農者の拡大
臼杵市アグリ起業学校研
修生

19
19

100.0%

竹林整備面積 竹林整備面積
15.0
14.4
96.0%

1.00
1.15
1.30
1.45
1.60
1.75
1.90
2.05

1.80 1.95 2.10 2.25 2.40 2.55 2.70

維持領域

強化領域検討領域

見直し領域

満足度

必要

度

＜施策を構成する主な事務事業一覧表＞

H30年度
実績

R1年度
実績

R2年度
見込み

1
農林振
興課

○ 155,409 42,145 59,463 継続 ○

2
農林振
興課

11,990 6,838 8,417 継続 ○

3
農林振
興課

14,689 15,662 17,684 継続 ○

4
農林振
興課

8,521 7,143 6,382 継続 ○

5
農林振
興課

33,311 33,163 35,000 継続 ○

6
農林振
興課

○ 7,028 9,404 6,668 継続 ○

7
農林振
興課

○ 55,586 68,013 69,458 継続

8
農林振
興課

○ 39,976 34,882 30,000 継続 ○

9
農林振
興課

○ 4,391 1,403 8,019 継続 ○

10
農業委
員会事
務局

○ 3,672 1,563 3,600 継続

334,573 220,216 244,691 

＜施策の今後の展開　～担当課長評価＞

＜施策の今後の展開　～内部評価（内部検討会）＞

<臼杵市行財政活性化推進委員会による外部評価：最終>

<臼杵市行財政活性化推進委員会を受けての市の取組>

多面的機能支払交付
金

農業後継者就農促進
事業

協定締結集落の共同作業による
農地、農業用施設の維持管理、環
境保全型農業に取り組む市内農
業者への直接支援

「アグリ起業学校」（ピーマン学校）
やファーマーズスクールにより、新
規就農者を県・JA・ピーマン部会・
市等が連携し、支援を行い、農業
就農者の増加に取り組む。

中山間地域等直接支
払交付金

水田農業構造改革事
業

他の
関連施策
コード

活力あふれる園芸産地
整備事業

大分の茶産地強化対
策事業

事業費（単位：千円）

事業内容

園芸品目の機械・施設整備に係る
補助

茶産地育成のための植栽・機械整
備に係る補助

中山間地域における農業生産の
維持、多面的機能の保全に係る交
付金

経営所得安定対策等事業の推進
補助

事務事業名

担当課
※実施
した課
を記入

竹林・里山再生事業

農地中間管理事業

間伐による優良竹林化や作業道
開設に対する補助金

地域の担い手へ農地集積を行い、
農地利用の効率化を推進する

青年就農給付金事業

有害鳥獣対策事業

45歳以下の新規就農者に対する
給付金

イノシシ、シカ、サル、小動物の侵
入を防止する柵設置に対する補助

外部評価

-

合計

評価のコメント

課の
重点

※運営計
画記載

課長
評価

公
共
５
ヵ

年

課長評価

目標を達するため、
現状維持とする

進捗状況

順調

「アグリ起業学校」や「ファーマーズスクール」ピーマンやイチゴの新規就農者の育成など、園芸品目の拡大によるブランド化を進
め農家所得の向上を目指すとともに、多面的機能支払い交付金を活用した集落環境の保全に努めます。有害鳥獣対策につい
ては、狩猟の他に、罠を活用した捕獲も積極的に進めていきます。また、竹林整備についても、市報以外の周知・啓発活動を行
う必要があります。人・農地プランについては、目標地区は達成していますが、現在プランの実質化業務を行っていることから、
地域の実情にあったプランの見直しが必要です。

進捗状況 内部評価

- -


